
　

東
大
阪
市
の
長
い
歴
史
の

中
で
、
先
人
よ
り
連
綿
と
受

け
継
が
れ
た
地
域
へ
の
想
い

を
込
め
、
市
民
の
心
と
心
を

繋
ぐ
東
大
阪
市
民
芸
術
祭
が

３
月
１
日
㈮
〜
３
日
㈰
の
期

間
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
手
作
り
に
よ
り
、

舞
台
部
門
「
邦
楽
、
民
謡
、

詩
吟
、
合
唱
、
合
奏
、
太
鼓
、

舞
踊
、
新
舞
踊
、
洋
舞
、
伝

統
芸
能
、
他
」、
展
示
部
門

「
絵
画
、
書
道
、
華
道
、
文
芸
、

切
り
紙
、工
芸
、写
真
、拓
本
、

折
り
紙
、
陶
芸
、
他
」
多
種

多
様
の
２
部
門
で
構
成
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
文

化
、
芸
術
交
流
の
場
と
し
て

山
岸
竜
之
介（
３
日
）、「
特
別

映
像
出
演
」矢
部
美
幸
（
３

日
）、「
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏

者
」
富
永
豊
一（
３
日
）、「
フ

ラ  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
サ
チ

コ
・
ナ
・
プ
ア
ラ
ニ（
３
日
）、

「
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
」セ
ー
リ
ン

グ（
２
日
）、「
吹
奏
楽
部
・
ギ

タ
ー
部
」大
阪
商
業
大
学（
２

日
）、「
近
畿
大
学
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
」近
畿
大
学（
１
日
）。

　

問
合
せ
は
、
東
大
阪
市
立

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
文
化

芸
術
祭
事
務
局
）、
東
大
阪

市
長
堂
１―

17―

29
、
☎
０

６―

６
７
８
９―

４
１
０
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６―

６
７
８
９―

５
２
１
２
。

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

日
時
＝
３
月
１
日
㈮
〜
３
日

㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
開
場
は
９
時
30
分
）

会
場
＝
東
大
阪
市
立
市
民
会

館
（
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
永
和
駅
す

ぐ
）

※
入
場
無
料
。
１
階
ロ
ビ
ー

に
お
茶
席
有
、
有
料
。

特
別
企
画
＝「
絵
本
原
画
展

示
」
谷
口
智
則
、「
ペ
ン
シ
ル

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」
風
船
プ

レ
ゼ
ン
ト

特
別
展
示
＝
「
陶
芸
体
験
」

蜷
川
登
、「
カ
ヤ
ッ
ク
」
I

K
O
M
A  

M
O
U
N
T
A

I
N  

B
O
U
T
S

特
別
出
演
＝「
ギ
タ
ー
少
年
」

る
多
く
の
警
察
官
が
胸
を
張

れ
る
た
め
に
も
再
発
防
止
と

信
頼
回
復
に
力
を
尽
し
て
貰

い
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

同
署
か
ら
「
押
収
品
目
録

交
付
書
」
を
受
け
取
っ
た
男

性
は
「
個
人
情
報
漏
洩
の
再

発
防
止
の
一
助
に
な
れ
ば
と

の
思
い
で
本
日
、
返
却
義
務

は
無
い
が
、
マ
ス
コ
ミ
同
席

の
上
で
枚
岡
署
に
手
渡
し
ま

し
た
。
私
の
提
出
し
た
告
発

状
も
誰
か
に
漏
れ
て
い
る
の

で
は
と
考
え
る
と
、
警
察
は

信
頼
で
き
な
く
な
る
。
こ
の

コ
ピ
ー
原
本
を
手
渡
し
た
こ

と
で
、
警
察
官
の
守
秘
義
務

違
反
容
疑
の
解
明
が
進
む
こ

と
を
期
待
し
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

地
域
へ
の
想
い
を
込
め

市
民
の
心
と
心
を
繋
ぐ

　

江
戸
時
代
・
元
和
年
間

（
１
６
１
５
〜
１
６
２
３
）

に
官
許
を
受
け
た
、
四
条
河

原
の
７
つ
の
芝
居
小
屋
の
う

ち
、
唯
一
上
演
を
続
け
、
国

の
登
録
有
形
文
化
財
と
も
な

っ
て
い
る
南
座
。

　

舞
台
や
花
道
を
実
際
に
歩

き
、
廻
り
盆
や
セ
リ
な
ど
、

江
戸
時
代
に
日
本
の
芝
居
小

屋
で
発
明
さ
れ
た
、
歌
舞
伎

劇
場
特
有
の
舞
台
機
構
を
南

座
の
魅
力
と
共
に
体
験
で
き

ま
す
。

【
期
間
】

【
チ
ケ
ッ
ト
購
入
先
】

チ
ケ
ッ
ト
ホ
ン
松
竹
☎
０

５
７
０―

０
０
０―

４
８
９
、

ま
た
は
☎
０
６―

６
５
３
０

―

０
３
３
３
（
10
時
〜
18
時
）

※
前
売
券
取
扱
所
の
南
座
・

大
阪
松
竹
座
の
切
符
売
場
で

は
、
直
接
購
入
可
。

３
月
16
日
㈯
〜
４
月
16
日
㈫

※
木
曜
休
館

【
時
間
】

午
前
の
部
（
10
時
30
分
〜
、

11
時
〜
、
11
時
30
分
〜
）

午
後
の
部
（
13
時
〜
、
13
時

30
分
〜
、14
時
〜
）

夕
方
の
部
（
15
時
30
分
〜
、

16
時
〜
、
16
時
30
分
〜
）

※
所
要
時
間
・
約
20
分
、
各

回
定
員
制

【
チ
ケ
ッ
ト
料
金
】

１
０
０
０
円
（
税
込
）

※
歌
舞
伎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
南

座
２
０
１
３
の
観
覧
料
含
む

　

大
阪
府
警
枚
岡
署
刑
事
課

知
能
犯
係
に
勤
務
し
て
い
た

警
部
補
が
、
告
訴
状
を
第
三

同
署
か
ら
再
三
の
要
望
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
月
21

日
㈭　

午
前
10
時
、
同
告
訴

状
の
コ
ピ
ー
原
本
を
副
署
長

に
手
渡
し
た
。

　

当
日
、
東
大
阪
市
上
石
切

一
丁
目
の
ホ
テ
ル
・
セ
イ
リ

ュ
ウ
一
階
で
、
告
訴
状
の
コ

ピ
ー
原
本
を
男
性
が
、
枚
岡

署
・
島
川
博
好
副
署
長
と
崎

田
秀
仁
警
部
に
手
渡
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
同
告
訴

状
を
前
任
の
知
能
犯
係
長

（
警
部
補
）が
男
性
に
手
渡
し

者
に
漏
ら
し
た
件
で
、
こ
の

告
訴
状
の
コ
ピ
ー
を
貰
っ
た

東
大
阪
市
の
男
性（
66
）が
、

た
際
に
同
席
し
て
い
た
地
方

紙
記
者
が
副
署
長
ら
に「
警

察
の
不
祥
事
が
相
次
い
で
い

る
折
り
、
有
識
者
で
発
足
し

た
警
察
刷
新
会
議
の
緊
急
提

言
で
示
さ
れ
た
〝
困
り
苦
し

む
国
民
を
助
け
、
不
安
を
抱

く
人
々
に
安
心
を
与
え
る
こ

と
こ
そ
警
察
の
神
髄
で
あ

り
、ま
た
、警
察
職
員
の
喜
び

の
源
泉
で
も
あ
る
は
ず
だ
〟

と
の
警
察
官
の
原
点
を
も
う

一
度
噛
み
し
め
、
使
命
感
を

持
っ
て
職
務
に
従
事
し
て
い

枚岡署

警
部
補
が
漏
ら
し
た
告
訴
状　

を
手
渡
す

「
再
発
防
止
に
役
立
て
ば
」と

（コピー）

貰った告訴状コピーを手渡す男性（左手前）と受け取る島川副署長

枚
岡
署
前
刑
事
課
知
能
犯
係
長（
警
部
補
）
が
男
性
に

渡
し
た
告
訴
状
コ
ピ
ー
原
本

　

確
定
申
告
会
場
の
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
大
阪
本
店
（
東
大
阪

市
荒
本
北
１
）で
２
月
18
日
、

布
施
戎
神
社
の
ミ
ス
福
娘
ら

が
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
定
申
告
が
で
き
る

「
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
」
の
模
擬
体

験
や
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　
「
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
」
の
特
徴

は
、
自
宅
か
ら
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告
書
を

作
成
、
提
出
。
最
高
３
０
０

０
円
の
税
額
控
除
や
添
付
書

類
の
提
出
も
省
略
で
き
、
還

付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
。

　

こ
の
日
、
Ｐ
Ｒ
し
た
の
は

昨
年
の
12
月
に
行
わ
れ
た
布

施
戎
２
０
１
３
年
度
ミ
ス
福

娘
コ
ン
テ
ス
ト
で
約
５
０
０

人
の
中
か
ら
、
ミ
ス
福
娘
に

選
ば
れ
た
中
野
由
美
子
さ
ん

（
同
志
社
大
４
年
、
22
）
と
、

準
ミ
ス
福
娘
の
庄
田
彩
乃
さ

ん
（
関
西
大
学
３
年
、21
）。

　

使
っ
て
み
た
感
想
で
は
、

中
野
さ
ん
は
「
パ
ソ
コ
ン
で

手
続
き
と
い
う
と
難
し
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
が

実
際
使
っ
て
み
る
と
画
面
が

わ
か
り
や
す
く
、
す
ご
く
簡

単
に
出
来
ま
す
。
今
日
み
た

い
な
雨
の
日
で
も
24
時
間
、

家
か
ら
で
も
活
用
で
き
る
の

で
、来
年
か
ら
利
用
し
た
い
」

税
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
の

質
問
に
は
「
皆
さ
ん
が
納
め

て
頂
い
た
税
金
な
の
で
、
皆

さ
ん
の
た
め
に
な
る
よ
う
な

町
お
こ
し
な
ど
に
使
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

　

庄
田
さ
ん
は
「
被
災
地
の

復
興
な
ど
、
日
本
の
た
め
に

有
効
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。

方
に
と
っ
て
は
簡
単
、便
利
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
出
来
る
た

め
、
時
間
の
節
約
に
も
な
る

か
と
思
い
ま
す
。
是
非
ご
利

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
話
し
た
。

　

ま
た
東
大
阪
税
務
署
の
川

上
憲
二
署
長
は
「
自
宅
、
事

務
所
な
ど
か
ら
簡
単
に
申
告

書
を
作
成
で
き
る
「
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
」
に
よ
る
申
告
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。
忙
し
い

確
定
申
告
会
場
の

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
本
店
で

福
娘
が
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
Ｐ
Ｒ

　

京
都
四
条
南
座
で
、
歌
舞
伎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
南
座

２
０
１
３
と
題
し
て
「
南
座  

春
の
特
別
舞
台
体
験
」

が
開
催
さ
れ
る
。

阿国かぶき発祥四百十年

3月16日㈯～4月16日㈫

南座
春の特別舞台体験

チ
ケ
ッ
ト
只
今
発
売
中
!!



エ
コ
と
健
康

古
代
稲
研
究
家

田
中 

伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

吉祥
コラム
27

　

３
・
11
以
後
エ
コ
が
叫
ば
れ
、
節
約
や
資
源
を
守

る
こ
と
が
尊
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
企
業

は
エ
コ
仕
様
の
製
品
を
こ
れ
で
も
か
と
作
り
始
め
ま

し
た
。
そ
う
す
る
と
い
ま
ま
で
の
製
品
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
。
ど
こ
か
で
ご
み
の
山
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
何
か
も
っ
た
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

従
来
の
電
球
に
替
わ
っ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
お
奨
め
と
ば

か
り
各
電
気
店
に
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
す
が
、
人

間
の
健
康
に
対
し
て
は
全
く
問
題
が
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
猫
も
杓
子
も
エ
コ
、
エ
コ
の
時
こ
そ
一
度
じ
っ

く
り
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

確
か
に
省
エ
ネ
効
率
で
い
え
ば
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
最
も
高

く
、
次
が
蛍
光
灯
、
白
熱
灯
は
最
低
で
す
。
し
か
し
、

生
体
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
白
熱
灯
が
最
も
影
響
が
少

な
く
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
は
夜
間
に
浴
び
る
と
メ
ラ
ト
ニ

ン
の
分
泌
を
強
く
抑
え
て
し
ま
い
ま
す
。
夜
間
に
血

液
中
の
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
少
な
い
と
、
眠
れ
な
い
ば
か

り
か
、
乳
が
ん
や
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
が
お
こ
り
や

す
く
な
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
熱
灯
は
波
長
の
長
い
橙
や
赤
が
多
く
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は

青
色
光
が
飛
び
ぬ
け
て
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
８

ル
ク
ス
の
青
色
光
は
１
２
０
０
ル
ク
ス
の
白
色
光
と

同
じ
く
ら
い
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
を
抑
制
す
る
そ
う

で
す
。
液
晶
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

眼
精
疲
労
だ
け
で
な
く
、
体
内
時
計
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
体
内
時
計
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
青
色
光

が
我
々
の
身
の
回
り
に
増
え
て
い
る
こ
と
は
、
睡
眠

が
妨
げ
ら
れ
た
り
、
体
調
不
良
や
病
気
を
招
き
は
し

な
い
か
と
て
も
心
配
で
す
。

　

本
質
的
に
エ
コ
を
考
え
る
な
ら
、
早
寝
、
早
起
き

が
一
番
だ
と
思
う
の
で
す
が
…
…
。

長年付き合いのあるトキワカメラの手島隆太郎さん（左）
と思い出話をする福田勇さん（喫茶・グリル「ミカド」にて）

　

写
真
が
あ
れ
ば
大
切
な
思

い
出
を
永
遠
に
残
す
こ
と
が

で
き
る―

。

　

八
尾
市
在
住
の
ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
家
、福
田
勇
さ
ん（
95
）

は
そ
う
語
る
。
16
歳
の
と
き

に
叔
父
の
カ
メ
ラ
を
借
り
ブ

ド
ウ
畑
で
妹
た
ち
の
姿
を
撮

影
し
た
と
き
の
喜
び
を
80
年

経
っ
た
今
で
も
忘
れ
て
い
な

い
。

　

終
戦
後
カ
メ
ラ
を
購
入
し

家
族
を
撮
り
づ
づ
け
た
。
全

日
本
写
真
連
盟
の
会
員
で
、

大
阪
市
役
所
を
定
年
退
職
後

い
ろ
い
ろ
な
写
真
同
好
会
で

指
導
役
を
務
め
た
。

　

写
真
が
す
べ
て
の
父
親
の

晴
れ
舞
台
を
作
り
た
い
と
、

長
男
の
功
さ
ん（
66
）が
会
場

を
探
し
た
と
こ
ろ
、
ギ
ャ
ラ

  5日  八尾市倫理法人会 専任幹事  尾花英隆氏「倫理と出会って～ビフォーアフター～」
12日  大阪天王寺区倫理法人会 会長  藤山守重氏「人生の扉を開く潜在意識の活用方法」
19日  新大阪倫理法人会 会長  島津ゆう子氏「私にとって倫理とは」
26日  大阪市倫理法人会 会員  三輪優氏「罪と罰と倫理」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はレンタルスペースYAMAMOTO（近鉄河内山本駅・南へ玉串川沿い徒歩１分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06-6758-5822３月の予定

八尾市倫理法人会倫理経営講演会
3月29日㈮ 19時～20時30分　八尾プリズムホールにて　参加費 2,000円

  1日  大阪府倫理法人会 副幹事長  山本一氏「社員と学ぶ純粋倫理」
  8日  大阪天王寺区倫理法人会 幹事  山田哲也氏「倫理的写真論、私の大失敗」
15日  ＤＶＤ学習
22日  大阪府倫理法人会 中副地区長  坂本加代子氏「言葉の実践」
29日  倫理研究所 法人スーパーバイザー  角田恭恵氏「恩意識を高める」

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週金曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06-6720-4602３月の予定

子供から大人まで
１人で楽しく遊べる

脳の活性・開発・思考力強化、ボケ防止（予防医療の一助に
なる）等々を目的とした数字ならべパズル

企画立案・製作・販売
「自己啓発」

八尾市福万寺町南６－２－３　072－922－3933
潜在意識開発 松茂良興治事務所
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似
た
人
探
し大

谷 

邦
祐

連載
小説

（4）

　

白
髪
の
お
じ
い
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
あ
る
人
を
思
い

出
す
。
５
年
前
に
亡
く
な
っ
た
元
経
済
雑
誌
の
編
集
長
、

藤
山
邦
男
さ
ん
だ
。
洒
脱
で
人
懐
こ
い
性
格
で
誰
か
ら
も

愛
さ
れ
る
人
物
。
そ
れ
で
い
て
誰
に
も
媚
び
ず
孤
高
を
保

っ
て
い
た
。

　

折
に
触
れ
て
藤
山
は
豊
に
声
を
か
け
、
食
事
に
誘
っ
た
。

豊
の
心
を
察
し
て
か
、
た
ま
た
ま
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
い
だ

け
な
の
か
、
豊
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
に
電
話
が
あ
り
、

近
所
の
居
酒
屋
で
一
杯
飲
む
。
朗
ら
か
な
藤
山
と
話
し

て
い
る
う
ち
に
豊
の
心
の
綻
び
は
い
つ
の
ま
に
か
ほ
ど
け

て
、
店
を
出
る
頃
に
は
す
っ
か
り
晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
持

ち
に
な
っ
て
い
た
。
藤
山
も
青
年
時
代
は
う
じ
う
じ
と
下

ば
か
り
見
つ
め
て
街
角
を
歩
い
て
い
た
と
話
し
て
く
れ
る

が
、
こ
ん
な
に
も
屈
託
の
な
い
温
か
い
表
情
を
し
た
藤
山

を
見
て
い
る
と
、
そ
ん
な
青
年
時
代
を
想
像
で
き
な
か
っ

た
。
も
し
か
す
る
と
、
自
分
を
慰
め
元
気
づ
け
る
た
め
の

方
便
と
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
は
み
る
が
、
そ
ん
な
見
え
透
い
た
嘘
を
つ

く
よ
う
に
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
い
。

　

い
つ
も
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
は
、
結
局
ど
う
で
も
い

い
や
、
藤
山
さ
ん
は
藤
山
さ
ん
だ
と
自
分
勝
手
に
納
得
し
、

思
い
巡
ら
せ
る
の
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
。
そ
し
て
、
沈
ん

で
い
た
心
を
引
き
上
げ
て
く
れ
た
上
に
ご
馳
走
ま
で
し
て

く
れ
る
藤
山
の
温
か
い
心
に
手
を
合
わ
せ
る
。

　

あ
る
日
、
豊
は
藤
山
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
ぶ
ら
っ
と
訪
れ

た
。
藤
山
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
上
本
町
六
丁
目
に
あ
っ
た
。

地
元
で
は
上
六
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
ろ
だ
。
築
40
年
は

過
ぎ
て
い
る
だ
ろ
う
古
ア
パ
ー
ト
の
２
階
。
四
畳
半
と
六

畳
の
２
Ｄ
Ｋ
に
天
井
ま
で
本
を
積
み
上
げ
て
、
足
の
踏
み

場
も
な
い
。
押
し
入
れ
も
台
所
も
本
で
い
っ
ぱ
い
。
本
の

上
で
寝
起
き
し
て
い
る
。

　

い
つ
も
ド
ア
は
開
い
て
い
る
の
で
、
呼
び
鈴
も
鳴
ら
さ

ず
に
豊
は
藤
山
の
部
屋
の
ド
ア
を
開
け
、
靴
を
脱
い
で
本

の
山
を
登
っ
て
い
っ
た
。
藤
山
は
ド
イ
ツ
語
文
法
の
本
を

読
み
な
が
ら
眠
っ
て
い
た
。
起
こ
す
の
も
悪
い
と
思
い
、

豊
は
適
当
に
本
を
取
り
読
む
。『
ト
ル
コ
の
も
う
一
つ
の

顔
』
と
い
う
新
書
本
。
の
っ
け
か
ら
面
白
く
、
最
初
の
30

頁
ほ
ど
読
ん
で
い
る
と
、
横
か
ら
の
そ
っ
と
手
が
出
て
き

て
豊
の
頭
を
な
で
る
。

　
「
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
て
、
す
み
ま
せ
ん
」

　
「
い
い
ん
だ
よ
。
来
て
く
れ
て
嬉
し
い
よ
」

　

そ
ん
な
会
話
の
後
、
藤
山
が
ぽ
つ
り
と
つ
ぶ
や
い
た
。

　
「
こ
の
と
こ
ろ
、
死
ぬ
の
が
怖
く
な
く
な
っ
た
よ
」

　

死
の
話
な
ど
藤
山
の
口
か
ら
聞
い
た
こ
と
の
な
か
っ
た

豊
は
ぎ
ょ
っ
と
し
て
藤
山
を
覗
き
込
ん
だ
。
す
る
と
、
仏

様
の
よ
う
な
顔
で
藤
山
は
に
っ
こ
り
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　

次
の
日
、
気
に
な
っ
て
昼
過
ぎ
に
豊
は
藤
山
の
マ
ン
シ

ョ
ン
を
訪
れ
た
。
す
る
と
、
昨
日
の
笑
顔
と
同
じ
表
情
で

眠
る
よ
う
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。

　

２
月
14
日
、知
的
・
物
的
資

源
の
相
互
活
用
や
、
人
的
交

流
、
地
域
防
災
等
さ
ま
ざ
ま

な
事
項
に
つ
い
て
連
携
を
積

前
キ
ャ
ン
パ
ス（
八
尾
市
北

本
町
２
）６
階
６
０
１
講
義

室
で
行
わ
れ
た
。

　

本
市
と
同
大
学
と
は
「
八

尾
市
民
大
学
講
座
」
を
は
じ

め
と
す
る
公
開
講
座
や
図
書

館
の
相
互
協
力
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
関
す
る
協

定
「
い
き
い
き
八
尾
環
境
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
等
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
連
携
・
協
力
関

係
を
築
い
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
24
年
４
月
に
は
、

近
鉄
八
尾
駅
前
に
同
大
学
の

新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
す
る

等
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
本
市
と
同
大
学
と
の
さ

ら
な
る
連
携
・
協
力
関
係
の

構
築
を
期
待
し
、
包
括
協
定

八
尾
市
と
大
阪
経
済
法
科
大
学
が
包
括
協
定

極
的
に
推
進
し
、
双
方
の
発

展
と
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
八
尾
市
と
大
阪

経
済
法
科
大
学
（
藤
本
和
貴

夫
学
長
）
が
包
括
連
携
に
関

す
る
協
定
書
を
締
結
し
た
。

ま
た
、
知
的
資
源
を
集
積
し

研
究
を
進
め
る
大
学
と
議
会

が
連
携
す
る
こ
と
で
、
市
議

会
に
お
け
る
政
策
立
案
機
能

の
強
化
・
充
実
を
図
り
、連
携

に
よ
っ
て
開
か
れ
た
議
会
を

一
段
と
進
め
る
と
と
も
に
、

学
生
の
実
社
会
で
の
実
務
経

験
の
機
会
提
供
を
目
指
し

て
、
八
尾
市
議
会
と
同
大
学

が
地
域
連
携
に
関
す
る
覚
書

を
締
結
し
た
。
調
印
式
は
同

日
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
、

大
阪
経
済
法
科
大
学
八
尾
駅

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

ラ
イ
ブ
＆
吉
岡
秀
人
大
阪
講

演
が
３
月
31
日
14
時
か
ら
東

大
阪
市
民
会
館
（
東
大
阪
市

永
和
２
、
近
鉄
奈
良
線
河
内

永
和
駅
ス
グ
）で
開
か
れ
る
。

　

第
３
回
に
な
る
今
年
の
出

演
者
は
、
原
田
真
二
、
渡
辺

真
知
子
、
浅
龍
＆
S
a
t
s

u
k
i
、
椿
彩
綺
、
八
尾
市

ダ
ン
ス
協
会
、
K
u
n
i  

D

a
n
c
e  

C
o
l
l
e
c
t

i
o
n
、
F
D
S〝
P
O
N

−

P
O
N
〟。

　

吉
岡
氏
は
１
９
９
５
年
よ

り
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
医
療
活
動
を
行
い
、
１

万
人
以
上
の
命
を
救
っ
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
救

急
医
療
活
動
を
行
い
５
０
０

人
以
上
の
医
療
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
被
災
地
に
派
遣
し

た
。

　

講
演
会
で
は
、
ス
ラ
イ
ド

を
使
い
な
が
ら
、
吉
岡
氏
が

現
場
の
声
を
熱
く
語
る
。

　

Ｓ
席
５
０
０
０
円
、
Ａ
席

３
０
０
０
円
、
２
階
席
１
０

０
０
円
。
チ
ケ
ッ
ト
の
問
い

合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
エ
ン

ジ
ェ
ル
布
施
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ク
ラ
ブ
（
☎
０
６

−

６
６
２

８

−

０
０
２
８
）へ
。

リ
ー
さ
く
ら
道
（
八
尾
市
山

本
町
南
３―

３―

５
）
が
協

力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
長
女
の
横
山
善
江
さ
ん

（
57
）ら
も
手
伝
い
、
２
月
９

日
〜
10
日「
福
田
勇
写
真
展
」

が
開
催
さ
れ
た
。
３
日
間
、

来
場
者
が
絶
え
る
こ
と
な
く

盛
況
だ
っ
た
。

ギャラリーさくら道で
写真展覧開催

95歳の写真家、福田勇さん

八
尾
市
議
会
と
同
大
学
が
地
域
連
携
の
覚
書
を
締
結

合同調印式の様子（左から田中誠太八尾市長、金澤俊孝理事長、
藤本和貴夫学長、大松桂右八尾市議会議長）

３月31日に開催!

第３回

東日本大震災復興支援ライブ＆
吉岡秀人大阪講演

八尾市議会３月定例会日程
日　程 名　称

2月

3月

19日㈫
26日㈫
27日㈬
4日㈪
7日㈭
11日㈪
14日㈭
19日㈫
25日㈪
27日㈬

8日㈮
12日㈫
15日㈮
21日㈭

本会議（市政運営方針）
本会議（代表質問）
本会議（代表質問）
本会議（個人質問）
保健福祉常任委員会
文教常任委員会
建設産業常任委員会
総務常任委員会
議会運営委員会
本会議（最終日）

　

八
尾
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
石
川
義
一
会
長
）
の
創

立
40
周
年
記
念
式
典
が
２
月

23
日
に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ

ル
大
阪
（
大
阪
市
天
王
寺
区

上
本
町
６
）
で
開
か
れ
た
。

八
尾
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
は
じ
め
八
尾
、
東
大
阪

等
に
あ
る
他
の
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
会
長
ら
が
集
っ
て

祝
っ
た
。
来
賓
挨
拶
は
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
６
６
０
地

区
ガ
バ
ナ
ー
の
高
島
凱
夫

氏
、
田
中
誠
太
八
尾
市
長
、

姉
妹
ク
ラ
ブ（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
マ
ニ
ラ
Ｒ
Ｃ

パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
の
ジ
ュ
ア

ニ
ー
ト
・
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
氏

が
行
っ
た
。

　

１
９
７
３
年
に
誕
生
し
た

八
尾
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

は
「
国
際
奉
仕
の
八
尾
東
」

と
言
わ
れ
、
４
つ
の
姉
妹
ク

ラ
ブ
（
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
バ

ー
レ
イ
ク
Ｒ
Ｃ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
コ
バ
ー
ク
Ｒ
Ｃ
、

　

全
国
的
に
流
行
っ
て
い
る

バ
ル
が
東
大
阪
に
も
や
っ
て

来
る
。

　

東
大
阪
市
小
阪
、
八
戸
ノ

里
周
辺
の
飲
食
店
48
店
が

「
な
の
は
な
バ
ル
」を
３
月
３

日
に
開
催
す
る
。
地
元
ゆ
か

り
の
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
に

ち
な
ん
だ
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、

関
係
者
は
力
を
合
わ
せ
て
地

域
を
活
性
さ
せ
よ
う
と
意
気

込
ん
で
い
る
。

　

若
い
女
性
に
人
気
の
ワ
イ

ン
＆
フ
ー
ド
「
ｂ
ｕ
ｃ
ａ
」、

季
節
料
理
「
喜
多
朗
・
八
戸

ノ
里
店
」、
四
季
旬
彩
ダ
イ

ニ
ン
グ
「
誉

ほ
ま
れ

」
な
ど
も
入
っ

て
い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
早

め
の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
の
デ
ー

ト
に
も
使
え
る
。

　

５
枚
つ
づ
り
の
チ
ケ
ッ
ト

（
前
売
り
３
０
０
０
円
、
当

日
３
５
０
０
円
）
を
買
い
、

店
で
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
出
す
と

通
常
よ
り
も
安
く
お
す
す
メ

ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
な
の
は

な
バ
ル
実
行
委
員
会
（
０
９

０

−

６
０
６
４

−

８
７
０

９
）へ
。

３
月
３
日　

な
の
は
な
バ
ル

東
大
阪
に
バ
ル
が
や
っ
て
来
る

の
締
結
と
な
っ
た
。

　

包
括
協
定
で
は
、
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
帰

宅
困
難
者
を
収
容
す
る
た
め

の
臨
時
避
難
所
と
し
て
、
同

大
学
の
八
尾
駅
前
キ
ャ
ン
パ

ス
の
施
設
を
借
用
す
る
こ
と

や
、
本
市
と
同
大
学
が
連
携

し
、
政
策
課
題
等
の
解
決
に

向
け
た
調
査
・
研
究
の
検
討

等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
市
議
会
と
大
学
と

の
連
携
は
、
近
畿
で
は
３
例

目（
大
津
市
、
茨
木
市
）と
な

る
。
こ
の
た
び
の
覚
書
の
締

結
は
、
大
松
桂け

い
す
け右
八
尾
市
議

会
議
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
４

つ
の
「
議
会
運
営
に
関
す
る

課
題
」
の
う
ち
の
一
つ
「
大

学
と
の
連
携
」
の
具
体
策
。

市
議
会
の
各
会
派
の
代
表
者

に
よ
る
会
議
で
協
議
を
進
め

て
き
た
。
地
方
分
権
の
進
展

に
伴
い
、
地
方
自
治
体
の
行

財
政
運
営
が
ま
す
ま
す
複
雑

化
す
る
中
、
政
策
を
判
断
し

決
定
す
る
市
議
会
に
は
、
よ

り
高
度
な
専
門
性
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
大

学
と
の
地
域
連
携
の
覚
書
の

締
結
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
市
議
会
事
務
局

に
同
大
学
か
ら
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
や

「
市
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」

の
試
行
実
施
と
し
て
、
同
大

の
学
生
に
議
会
傍
聴
と
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
を
依

頼
す
る
等
の
取
り
組
み
に
向

け
て
協
議
を
進
め
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
マ
ニ
ラ
Ｒ
Ｃ
、
パ
キ
ス
タ

ン
の
カ
ラ
チ
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

Ｒ
Ｃ
）
と
交
流
し
、
奉
仕
を

す
す
め
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と

光
る
ク
ラ
ブ
」
を
め
ざ
す
と

い
う
。

　

記
念
講
演
会
は
、
八
尾
高

等
学
校
出
身
の
一
柳
良
雄
氏

（
株
式
会
社
一
柳
ア
ソ
シ
エ

イ
ツ
代
表
取
締
役
社
長
＆
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
が
「
人
生
も
仕
事
も

明
る
く
、
楽
し
く
！
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
話
し
た
。
時
事

問
題
を
中
心
に
具
体
例
を
挙

げ
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く

こ
れ
か
ら
日
本
の
進
む
べ
き

方
向
を
示
し
た
。

　

そ
の
後
、
40
周
年
を
祝
う

集
い
と
し
て
、
盛
大
な
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。
式
典

か
ら
集
い
ま
で
一
貫
し
て
大

松
桂
右
八
尾
市
議
会
議
長
が

務
め
た
。

15
年
以
上
の
皆
出
席
者

を
表
彰
す
る
石
川
義
一

会
長
（
左
）

八
尾
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

創
立
40
周
年
記
念
式
典
開
催

海
外
か
ら
も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
る


